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1.　被服構成に関する教材研究の一端として，すでに

衿・袖について述べたが，今回は衿・袖と同じ目的をも

って婦人用ズボン（Slacks ）について研究を進めること

とした。

婦人ズボンを構成するに当たり, その製図は伝習的に

修得するところが多い。そこで身体と製図の関連性およ

び機能の在り方を人体の動きによる体形の変化とともに

分析して考え，機能と寛度（ゆるみ）の相関性を原理的

考察し，理解した上での指導でありたい と思う の で あ

る。

2. ・ 3.　人体の計測を行ない， その中で最も多い寸法

を基にして，計測した人体との関連性をもたせながら機

能を如何に取扱うかについて，計測した寸法を分析して

考察を行なった。

製図に必要な寛度は機能量と密接な 関係を持っ てお

り, そ の機能量を最少寛度であるとした。この機能量す

なわち最少寛度を持つズボンは最もTight なズ ボ ン で

あると考え，計測寸法に機能量すなわち最少寛度を足し

たものであるとした。また，機能量は後身頃に必要とさ

れ，その幅と丈に含まれるものと考察して製図を行なっ

た。


